
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T3010 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学演習Ⅰ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 高校数学Ⅰ（実教出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、問題に対して自ら考え、正解を導くという活動を行います。 

・授業用のノートを用意し、板書をしっかり書き写してください。また自分で気づいたことがあ

れば、余白に記入してください。ノートは定期的に提出してもらいます。 

・課題のプリントについては、答え合わせをして提出してください。間違えたところは、赤ペン

で解答だけを書き写すだけでなく、途中式も書くようにしてください。 

 

２ 学習の到達目標 

 ２年生で学習する数学Ⅰの内容(主に二次関数と三角比)を復習します。その中で 

・平方完成等の計算における技術の向上(知識・技術) 

・単純なグラフ作成からおよび様々な知識を系統的に組み合わせてのグラフ解析。図形の多面的 

理解および課題解決能力の醸造(思考力・判断力・表現力)。 

・解答が困難な問題に対し、粘り強く取り組む姿勢の確立(学びに向かう力・人間性等) 

を目標に数学での課題解決に必要な様々な力を培っていきます。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

２次関数や三角比における

基本的な概念や原理・法則を

体系的に理解するとともに、

事象を数学化したり、数学的

に解釈したり、数学的に表現・

処理したりする技能を身に付

けている。 

２次関数や三角比を多面的に

みたり目的に応じて適切に応用

したりすることができる。 

２次関数や三角比を通して数

学のよさを認識し、数学を活用

しようとする態度、粘り強く考

え数学的論拠に基づいて判断し

ようとする態度、問題解決の過

程を振り返って考察を深めた

り、評価・改善したりしようと

している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容

に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

学 

期 

２
次
関
数 

１節 関数とグラフ 

１．１次関数とそのグラ       

フ 

２．２次関数とそのグラ      

フ 

a:関数の値の基本的な計

算方法を理解し、正確に

計算することができる。 

b:関数とそのグラフにつ

いて多面的に考察するこ

とができる。 

 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

提出ノート 

提出ノ－

ト 

２
次
関
数 

 

２節 ２次関数の値の変

化 

１． ２次関数の最大値・

最小値 

２．２次関数のグラフと

２次方程式 

a:関数の値の基本的な計

算方法を理解し、正確に

計算することができる。 

b:関数とそのグラフにつ

いて多面的に考察するこ

とができる。 

 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

提出ノート 

提出ノー

ト 

２ 

学 

期 

２
次
関
数 

 
 

三
角
比 

 

（２節の続き） 

３．２次関数のグラフと

２次不等式 

 

１節 三角比 

１． 三角形 

２． 三角比 

a:三角比の基本的な求め

方を理解し、正確に求め

ることができる。 

b:学習した計算方法と関

連付けて、式を多面的に

考察することができる。 

 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

提出ノート 

提出ノー

ト 

三
角
比 

 

（２節の続き） 

３．２次関数のグラフと

２次不等式 

 

１節 三角比 

３． 三角形 

４． 三角比 

a:三角比に関係する計算

方法を理解し、正確に計

算することができる。 

b:三角比の基本事項およ

び応用について多面的に

考察することができる。 

 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノー

ト 

３ 

学 

期 

三
角
比 

 

（２節の続き） 

１．三角形の面積 

２．正弦定理 

３．余弦定理 

a:三角比を応用し、正確

に計算することができ

る。 

b:三角比の応用について

多面的に考察することが

できる。 

 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノー

ト 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


